
 

  



 
 

 
 

 

 

冨取：皆様、おはようございます。経営戦略担当の冨取でございます。本日は弊社 2024年度中間

期の決算説明会にご参加いただきまして誠にありがとうございます。まず私から、2024年度中間

期の実績につき、ご説明をさせていただきます。 

  



 
 

 
 

 

 

業績のポイントを 3点にまとめております。売上高は 5.7%増の 471億円、営業利益は 0.7%増の

46億円となっております。為替の影響を除きますと、売上高は 3.9%増、営業利益は 1.4%減とな

りました。二つ目、国内食品事業、海外事業につきましては、増収ながら減益となっております。

国内化成品その他事業は、販売量の増加もございまして増収増益となりました。  



 
 

 
 

 

 

業績についてご説明いたします。オレンジの枠の中でございます。売上高 471億円、前年同期比

プラス 25億円となりました。営業利益 46億円、前年同期比プラス 3,000万円、営業利益率につ

きましては 9.8%、前年同期比マイナス 0.5ポイントとなっております。経常利益 47億円、前年同

期比マイナス 4億円。親会社株主に帰属する中間純利益は 32億円となり、こちらも前年同期比マ

イナス 4億円となっております。 

為替の影響額につきましては、表の下に記載しております。経常利益、中間純利益の前年同期比マ

イナスにつきましては、後ほど理由をご説明させていただきます。 

表右側、業績予想との対比を記載しております。売上高から経常利益までは業績予想を上回ってお

りますが、中間純利益のみ若干下回っております。  



 
 

 
 

 

 

営業利益の増減要因についてご説明いたします。棒グラフ左から二つ目、限界利益の増加で 16億

円増益いたしました。しかしながら、その右から人件費の増でマイナス 6億円、エネルギー費の増

加マイナス 2億円、広告宣伝費の増加マイナス 1億円、物流費の増加マイナス 2億円、その他販

売管理費等の増加でマイナスの約 4億円となり、合計でプラスの 3,000万円の増益となっておりま

す。  



 
 

 
 

 

 

セグメント別の実績につきご説明を申し上げます。まず左側、売上高でございますが、25億円の

増収となりました。全てのセグメントで増収となっております。特に左側の国内食品事業と右側、

海外事業につきましては、10億円を超える増収となりました。 

右側、営業利益でございます。3,000万円の増益となってございますが、表真ん中、国内化成品そ

の他事業が増益となりましたが、その右と左、国内食品事業、海外事業につきましては減益となっ

ております。  



 
 

 
 

 

 

セグメント別の概況についてご説明申し上げます。まず国内食品事業からでございますが、左側、

全体につきご説明いたします。まず売上高は増収となりましたが、営業利益は減益となっておりま

す。全体を通じまして価格の改定が増収に寄与いたしました。一方、先ほど申し上げましたが、人

件費、物流費、エネルギー費、広告宣伝費等の費用が増加した結果、減益となっております。 

内訳をご説明申し上げます。右側、家庭用食品でございますが、売上高は増えております。右、赤

枠の中でございますが、新商品のオイル入りのドレッシングが好調に推移いたしました。昨年発売

のインドカレー屋さんの謎ドレッシングは継続的にヒットしております。また、今年は洋食屋さん

のただただおいしいドレッシングを発売いたしましたが、順調に売上を伸ばしております。 

2段目、ふりかけるザクザクわかめは好調に販売を継続しております。下段ですが、素材力だしに

つきましてはテレビ CMの効果もございまして増加いたしました。 

一方、左側でございます。定番のノンオイルドレッシングは主力の青じそドレッシングこそ健闘い

たしましたが、その他については苦戦しております。2段目、ふえるわかめちゃんにつきまして

は、8月の価格改定前の駆け込み需要こそあったものの、全体的には苦戦しております。一番下で

すが、わかめスープにつきましては 2月の価格改定以降、半期を通じて苦戦中です。  



 
 

 
 

 

 

左側、業務用食品につきご説明申し上げます。売上高は増収となっております。夏場、台風等の影

響もありまして前年を割る月もありましたけれども、半期を通じて旺盛なインバウンド需要もあり

まして、外食需要は堅調に推移しております。また、中食におきましては惣菜や即席麺向けの調味

料、改良剤が伸長いたしました。 

右側、加工食品用原料等につきご説明いたします。食品用改良剤につきましては、主力の製パン業

界向けをはじめ、需要は堅調に推移しております。ビタミンは、大変良かった昨年に対しまして反

動減となっております。またクロセチンは継続して好調をキープしております。  



 
 

 
 

 

 

国内化成品その他事業、海外事業についてご説明いたします。まず左側、国内化成品その他事業で

ございますが表の通り増収増益となりました。黒ポチの一つ目、売上高、販売数量ともに前年を上

回っております。食品包装ラップ向けの販売増加が全体をけん引しております。一方で自動車業界

向け、また建材向けについては需要回復が鈍く数量が減っております。 

右側、海外事業ですが、増収ながら減益となりました。今年度につきましては、販売数量を意識

し、業務に取り組んでおります。増収についてはその効果が表れたと認識しております。しかしな

がら国内と同様、人件費、また特に物流コストの増加が利益に大きく影響し減益となりました。  



 
 

 
 

 

 

先ほど申し上げました経常利益、そして中間純利益についてご説明申し上げます。まず起因する営
業外の損益でございますが、営業外費用として為替差損 3億 9,600万を計上しております。こちら
は当社がグループで保有する外貨資産に、評価損が発生したということでございます。9月の末に
一時的に 1ドル 142円と円高になったことから、この評価損が発生したということでございま
す。 

また、特別損益についてご説明申し上げます。まず特別利益の欄に、投資有価証券の売却益を 5億
5,200万円計上しております。また特別損失として、退職給付制度改定損を 6億 8,000万円計上い
たしました。 

今年、退職給付制度の一部見直しを行いました。同時に確定給付年金 DBに加えまして、確定拠出
DCを導入したことによりまして、本損失が発生したということでございます。本処理については
一過性の処理となっております。なお、この退職給付制度改定損につきましては、期初計画では下
期予算として計上しておりましたので、通期の計画としては影響ございません。  



 
 

 
 

 

 

貸借対照表につきご説明申し上げます。総資産は 1,150億円と、前期末比 37億円減りました。前

期末が休日でしたので、売掛金、買掛金が減少しております。また長短の借入金の返済が合計して

15億円ほどございました。投資有価証券につきましては、期末の時価評価の評価損、また売却も

しておりますので、これらを合わせて 22億円減少しております。自己資本比率につきましては、

前期末比プラス 3.4ポイントの 67.9%となっております。  



 
 

 
 

 

 

資本収益性と市場評価についてご説明申し上げます。まず株価でございますが、表の中にございま

す 7月 23日、年初来の高値の 2,877円を付け、PBR も 1.12倍、PER は 10.78倍となりました

が、期末、期初、そして昨今につきましても約 2,500円台で推移しております。 

当社の予想 ROEは今年度 10.4%です。昨年度実績が 11.8%ということで、安定して 10%を超えて

いることを考えれば、まだまだ株価は割安と考えております。引き続き経営の強化、ステークホル

ダーの皆様との対話の充実に取り組んでまいります。  



 
 

 
 

 

 

もう一つ、資本効率の向上に向けた取り組みとしてご説明いたします。当社では製品群を軸といた
しました事業別の ROICを算出いたしまして、採算の強化に取り組んでまいります。今後につきま
しても、各事業のシナジーを考慮しながら、この ROIC 指標を経営の強化に活用してまいります。
特に採算性の低い事業につきましては、その要因を分析いたしまして改善策を立て、実行し、収益
性の強化に取り組んでまいります。  



 
 

 
 

 

 

最後に、政策保有株式の縮減につきご説明申し上げます。上期は一部の売却を含めまして 14銘
柄、約 8億円を売却いたしました。この売却と評価損を合わせまして、9月の末は前期末比マイナ
ス 22億円の 192億円となりました。純資産に占める比率は 24.6%となっております。 

下期につきましては、現在の中期経営計画の目標であります 20%未満までの削減の実現に向けて
注力してまいります。また、来年度以降につきましても、さらなる削減に継続して取り組んでまい
ります。 

以上、冨取よりご報告させていただきました。ありがとうございました。  



 
 

 
 

 

 

山木：社長の山木でございます。2024年度の業績見通しについては、私からご説明申し上げたい

と思います。  



 
 

 
 

 

 

2024年度業績予想のポイントでございますが、上期業績は上振れいたしましたが、下期の事業環
境は厳しさを増す見通しでございますので、通期業績、年間配当に関しては、今のところ変更しな
いことにしております。 

国産わかめなどの原材料価格や包材費、エネルギー費、人件費、物流費などの上昇が利益に影響す
ると想定しております。海外市場においては、海外物流の混乱が長期化しておりまして、これも懸
念材料と思っております。  



 
 

 
 

 

 

それでは、中間期時点での通期予想に対する進捗率をまとめた表をご説明申し上げたいと思いま

す。売上高、営業利益、経常利益は中間期の時点では進捗率 50%を超えております。ただし、国

内では生活防衛意識の高まりにより消費が冷え込むおそれがあること、海外では海上物流の混乱が

続いていることなどが、マイナス要因になってきております。また原材料価格の上昇が利益を圧迫

する見通しのため、楽観視はできないと思っております。 

当期純利益については進捗が遅れているように見えますが、これはもともと下期に織り込んでおり

ました退職給付制度改定に伴う特別損失が上期に発生したためであり、政策保有株式の縮減に伴う

売却益でカバーする計画でございますので大きな問題はございません。  



 
 

 
 

 

 

中間期実績を踏まえた見通しについてご説明したいと思います。期初予想では、下期は上期よりも
事業環境が好転し、売上高、営業利益ともに伸びると見込んでおりました。しかし、予想に反しま
して上期業績が上振れしたため、通期業績から逆算すると、上期と下期のバランスが逆転するかた
ちになっております。 

現時点で、下期の業績がここまで極端に落ち込むことは確実とまでは考えておりませんが、今後の
事業環境によって業績が大きくぶれる可能性があると考え、通期予想の修正には至りませんでし
た。もちろん会社としてはしっかりと環境変化に対応し、より高い業績を目指してまいりたいと思
っております。  



 
 

 
 

 

 

次に、セグメント別の予想についてご説明したいと思います。まず国内食品事業でございますが、

国内食品事業は原材料価格の上昇に対し、必要な価格改定を実施してまいります。国産わかめにつ

いては家庭用、業務用とも 8月に価格改定を実施いたしました。業務用では来年 2月から調味料

70品目の価格改定を行うほか、メーカー向け製品も随時交渉を進めてまいります。意図的な品目

整理の実施も予定しておりまして、ある程度、数量への影響が見込まれると思っております。 

人件費などの増加もあり利益面では厳しくなりますが、一方でポジティブな要因もございます。家

庭用では、今期も新商品が好調でございます。業務用は市場環境の良い状態がまだ続いておりまし

て、大手外食チェーン向けの新規採用も獲得できております。加工食品用原料等では、食品用改良

剤の需要が堅調でございまして、これらでマイナス要因を補ってまいりたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

ここで国内食品事業に関してトピックスを 2点ご紹介したいと思います。 

一つ目は家庭用の新商品 8月発売の、割るだけスープホタテチャウダーでございますが、これは日

本アクセス主催の新商品グランプリで総合グランプリと、加工食品部門第 1位を受賞いたしまし

た。割るだけスープシリーズは液体濃縮タイプのスープでございまして、液体なので冷たい水やミ

ルクに入れてもダマにならず、量や濃さも自由に調整できます。これまで市場にありそうでなかっ

たコンセプトが高く評価されたと思っております。 

二つ目は、ヘルスケア商品のクロセチンでございます。これまでは睡眠の質の改善等でサプリメン

トタイプの商品の原料として販売しておりましたが、飲料のような一般の加工食品にも採用が拡大

してまいりました。引き続き需要は高いので、下期以降も安定的に売上と利益を稼げると期待して

おります。  



 
 

 
 

 

 

次に国内化成品その他事業でございますが、国内化成品その他事業は意欲的な計画を立てていたこ

ともあり、中間時点では進捗率 50%には達しておりません。ただし、食品包装ラップなどの業界

では需要が回復しつつあるため、その需要を取り込み、販売数量を伸ばしてまいりたいと思ってお

ります。原材料価格はピーク時より下落している一方、人件費やエネルギー費などのコストが上が

っているため、販売価格については慎重に交渉してまいりたいと思っております。 

海外事業は、販売数量の拡大を図る方針を継続してまいります。利益面は価格競争の激化や人件

費、物流費などの上昇により厳しさを増すと見込んでおります。海上物流の混乱や各国の景気動向

がリスク要因となり、今後の状況次第で大きく業績が変動する可能性があるため、しっかりと事業

環境の変化に対応してまいりたいと思っております。  



 
 

 
 

 

 

次に、海外事業のエリア別の施策についてご説明したいと思います。中国では、来年春に天津の新

工場が稼働開始するため、それに向けて新規実績の獲得に注力してまいります。主力はベーカリー

向けでございますが、近年中国で拡大しております冷凍食品向けの改良剤などの販売にも、注力し

てまいりたいと思っております。 

北米では、新設したアプリケーションセンターを活用し、ベーカリー向けの提案を強化いたしま

す。ポークエキス生産設備の増強については、当初の予定から 1年弱遅れる見込みとなりました

が、既存のキャパの範囲内で拡販を続けることは可能と思っております。 

ヨーロッパでは、物流の混乱による配送遅延を理由にシェアを奪われないよう、しっかりと顧客対

応してまいりたいと思っております。 

東南アジアでは、重点市場であるタイとベトナムでの販売を拡大するため、現地に子会社を新設す

ることといたしました。この件について次のスライドでご説明したいと思います。  



 
 

 
 

 

 

現在、東南アジア周辺地域への販売はシンガポールの子会社が一手に担当しており、タイやベトナ
ムでも既にそれなりの販売実績がございます。一方、エリア内で担当する国が多く、国ごとに市場
ニーズや法規制が異なるため、シンガポールの 1社のみでこれに全て対応するには、負担が大きく
なってきておりました。 

そこで東南アジアの中でも売上規模が大きく、今後も拡大が期待できるタイとベトナムに子会社を
設立することといたしました。これにより、これまで以上にきめ細かい顧客対応が可能になり、ま
た商品の輸入手続の迅速化にもつながり、ビジネスサイクルを加速することができると思っており
ます。子会社設立の登記は来年 1月頃を予定しております。  



 
 

 
 

 

 

続いて昨年お知らせいたしました、中国の天津の新工場の建設工事についての進捗を報告いたしま

す。工事は順調に進んでおり、建屋は、ほぼこの左手の写真のように完成しております。今後、内

装工事などを進め、予定通り 2025年 4月の稼働開始を目指しております。 

なお、二つある既存の食品用改良剤工場のうち、全景写真右側の工場は老朽化が進んでおりますの

で、新工場完成後に稼働を停止する予定にしております。その分を差し引いても充分な生産能力と

なりますので、キャパアップに向けて積極的な販売活動を進めるつもりでございます。  



 
 

 
 

 

 

配当についてご説明いたします。配当については、最初にお伝えした通り、期初予想から変更して

おりません。中間配当も、予定通り 40円 50銭で取締役会決議を済ませております。下期の政策

保有株式縮減により、配当原資は充分に確保できる見込みでございます。  



 
 

 
 

 

 

最後に、マテリアリティの見直しについてご報告申し上げます。当社は 2019年から CSR 活動の

重点テーマとして、マテリアリティを掲げてまいりました。このたび中長期の戦略と事業環境の変

化を踏まえ、経営上の重点課題としてマテリアリティの見直しを行いました。 

新たに特定したマテリアリティは、こちらの八つでございます。今後はマテリアリティへの取り組

みを通して、環境価値、社会価値の創出とともに、企業価値の向上を目指してまいりたいと思って

おります。具体的な取り組み内容や KPIについては今後開示していく予定にしております。  



 
 

 
 

 

 

持続可能な社会をスペシャリティな製品とサービスで支え、成長する会社になる。この中長期ビジ
ョンの下、企業活動に邁進してまいりたいと思っておりますので、今後ともご支援のほどよろしく
お願いいたします。ご清聴ありがとうございました。  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 

 

 

 

 


